
E-mail:syokichou@jichiro-fukushima.or.jp

福島市荒町１－21
自治労福島県本部
発行人澤村英行

がんばろう福島
第₈₅₉号

2025年（令和７年）
₂月28日
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自
治
労
福
島
県
本
部
は
、
２
月
６
日
（
木
）
に
福
島
市
「
ホ
テ
ル
福
島
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
」
で
第
１

１
６
回
臨
時
大
会
を
開
催
し
た
。
会
津
総
支
部
管
内
の
大
雪
を
は
じ
め
、
県
内
全
域
が
荒
天
に
見
舞
わ

れ
る
中
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用
開
催
と
な
っ
た
同
大
会
に
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加
を
含
め
１
４
８
名
の
代
議
員
が
出

席
。
春
闘
方
針
等
の
議
案
が
賛
成
多
数
で
可
決
決
定
さ
れ
た
。

第116回
臨時大会

～
２
０
２
５
春
闘
、
参
院
選
～

当
面
の
課
題
に
全
力
で
取
り
組
も
う
！

　

全
国
的
に
大
雪
へ
の
警
戒

が
報
道
さ
れ
る
中
、
県
本
部

は
２
月
６
日
の
臨
時
大
会
に

向
け
、
４
日
に
は
会
津
総
支

部
管
内
単
組
等
へ
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ

併
用
開
催
を
周
知
。そ
の
後
、

大
雪
が
危
惧
さ
れ
る
地
域
が

拡
大
し
た
こ
と
か
ら
、
５
日

に
は
全
単
組
へ
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

開
催
の
周
知
を
流
し
た
。
当

日
は
、
予
報
ど
お
り
の
荒
天

と
な
っ
た
が
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

の
効
果
も
あ
り
、
予
定
さ
れ

た
代
議
員
の
欠
席
は
少
な

く
、
大
会
へ
の
影
響
は
最
小

に
と
ど
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

澤
村
英
行
中
央
執
行
委
員

長
が
、
当
面
の
課
題
に
触
れ

あ
い
さ
つ
を
し
た
後
、
連
合

福
島
・
澤
田
精
一
会
長
を
は

じ
め
と
す
る
来
賓
の
方
々
か

ら
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
い

た
。
こ
の
中
で
は
、
大
寺
正

晃
須
賀
川
市
長
も
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で

参
加
。
推
薦
首
長
を
代
表

し
、
大
会
参
加
者
に
あ
い
さ

つ
し
た
。

主
な
提
案
内
容

　

報
告
・
承
認
事
項
で
は
一

般
経
過
報
告
の
中
で
、
県
本

部
事
務
所
が
入
居
す
る
協
働

会
館
の
老
朽
化
に
つ
い
て
、

入
居
団
体
に
よ
る
協
議
経
過

を
説
明
。
県
本
部
事
務
所
の

あ
り
方
に
つ
い
て
、
今
後
、

検
討
委
員
会
の
中
で
検
討
し

て
い
く
こ
と
を
説
明
し
た
。

　

報
告
・
承
認
事
項
に
つ
い

て
承
認
を
得
た
後
、
議
事
に

入
り
、
執
行
部
よ
り
「
県
本

部
２
０
２
５
春
闘
方
針
」
な

ど
、
９
つ
の
議
案
を
提
案
。

県
本
部
書
記
の
段
階
的
定
年

延
長
に
係
る
県
本
部
規
程
の

改
正
や
第
50
回
衆
院
選
の
総

括
、
第
27
回
参
院
選
闘
争
方

針
な
ど
も
提
案
さ
れ
た
。
こ

れ
に
対
し
、
７
名
の
代
議
員

か
ら
質
疑
や
補
強
意
見
が
寄

せ
ら
れ
た
。
鈴
木
茂
県
本
部

書
記
長
に
よ
る
執
行
部
答
弁

の
後
、
す
べ
て
の
議
案
に
つ

い
て
可
決
・
承
認
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
今
次
大
会
で
は
役

員
選
挙
も
行
わ
れ
た
が
、
新

役
員
は
全
員
信
任
さ
れ
、
新

執
行
体
制
も
確
立
さ
れ
た
。

結
び
に
、
澤
村
中
央
執
行
委

員
長
が
団
結
が
ん
ば
ろ
う
で

大
会
を
締
め
括
っ
た
。

各
単
組
の
発
言

喜
多
方
市
職
労

�
五
十
嵐
久
雄
代
議
員

　

労
働
組
合
が
政
治
闘
争
に

取
り
組
む
意
義
や
本
質
を
組

合
員
へ
伝
え
る
こ
と
が
、
政

治
闘
争
の
核
で
あ
る
。
推
薦

候
補
者
の
勝
利
自
体
が
政
治

闘
争
を
推
進
す
る
目
的
で
は

な
い
。
労
働
組
合
と
し
て
、

政
治
闘
争
を
通
じ
何
を
め
ざ

す
の
か
、
包
括
的
な
方
針
提

起
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
発
信
も

併
せ
て
必
要
で
あ
る
。ま
た
、

協
力
議
員
を
つ
く
る
・
増
や

す
取
り
組
み
へ
の
支
援
や
強

化
策
の
提
起
を
検
討
願
う
。

　

単
組
に
お
け
る
人
員
要
求

で
課
題
と
な
る
の
は
「
適
正

な
人
員
数
や
業
務
量
の
把

握
」
だ
が
、「
適
正
を
判
断

す
る
物
差
し
」
が
な
い
。「
職

員
の
生
産
性
を
常
に
向
上
さ

せ
、
職
員
の
総
数
を
減
ら
し

て
い
く
」
あ
る
い
は
、「
こ

れ
ま
で
の
物
差
し
で
増
員
し

て
い
く
」、
こ
の
せ
め
ぎ
あ

い
が
今
、
労
使
の
力
関
係
の

バ
ラ
ン
ス
に
な
っ
て
い
る
。

モ
デ
ル
賃
金
の
よ
う
に
、
標

準
的
な
業
務
モ
デ
ル
は
示
せ

な
い
の
か
、
検
討
を
願
う
。

須
賀
川
市
職
労

�

中
村
裕
輔
代
議
員

　

須
賀
川
市
の
財
政
状
況
も

厳
し
い
。
新
年
度
予
算
も
年

明
け
に
よ
う
や
く
組
め
た
。

大
き
く
メ
ス
が
入
れ
ら
れ
た

の
は
会
計
年
度
任
用
職
員
の

人
件
費
。
適
正
な
人
員
配
置

と
は
程
遠
く
、
予
算
が
な
い

か
ら
減
員
す
る
と
い
う
も
の
。

業
務
量
は
減
ら
ず
、「
多
く

の
会
計
年
度
任
用
職
員
が
減

ら
さ
れ
る
中
で
、
業
務
が
回

る
の
か
」
と
い
う
不
安
の
声

と
と
も
に
、
会
計
年
度
任
用

職
員
か
ら
も
「
雇
い
止
め
が

不
安
で
仕
事
が
手
に
つ
か
な

い
」
と
の
悩
み
も
聞
こ
え
て

く
る
。
新
年
度
予
算
が
固
ま

る
中
、
雇
い
止
め
阻
止
は
困

難
だ
が
、
単
組
と
し
て
疲
弊

す
る
職
員
の
声
掛
け
や
相
談

に
取
り
組
み
た
い
。
県
本
部

に
対
し
て
は
、
雇
い
止
め
阻

止
等
に
係
る
ア
ド
バ
イ
ス
を

お
願
い
し
た
い
。

福
島
市
職
労

�

井
上
和
弥
代
議
員

　

10
月
の
現
業
団
体
交
渉

で
、
現
業
職
採
用
試
験
で
定

員
に
達
し
な
か
っ
た
場
合
の

追
加
試
験
の
実
施
を
認
め
さ

せ
た
。
結
果
、
12
月
に
追
加

試
験
を
実
施
さ
せ
た
。ま
た
、

現
業
職
場
改
善
要
求
と
し

て
、「
ご
み
袋
の
開
封
調
査

の
条
例
化
」
を
長
年
要
求
し

た
結
果
、
開
封
調
査
条
例
制

定
を
勝
ち
取
っ
た
。

　

確
定
闘
争
で
は
、
厳
し
い

財
政
状
況
の
も
と
、
県
人
勧

凍
結
や
独
自
カ
ッ
ト
も
危
惧

さ
れ
た
が
、
早
期
か
ら
こ
れ

ら
の
動
き
を
許
さ
な
い
姿
勢

を
示
し
、
団
体
交
渉
で
、
県

人
勧
準
拠
を
勝
ち
取
っ
た
。

　

再
任
用
職
員
は
制
度
導
入

か
ら
24
年
間
、
単
一
号
給
の

ま
ま
と
な
っ
て
い
る
。
会
計

年
度
任
用
職
員
の
一
時
金
が

常
勤
職
員
と
同
月
数
と
な
る

中
、
再
任
用
職
員
の
一
時
金

は
半
分
程
度
の
支
給
月
数
の

ま
ま
で
あ
る
。
県
本
部
か
ら

本
部
に
、
総
務
省
対
策
の
強

化
を
要
望
願
う
。

　

福
島
市
職
労
も
、
参
院
選

こ
と
を
決
定
し
た
。
推
薦
決

定
後
、
登
壇
し
た
石
原
洋
三

郎
予
定
候
補
は
、
組
合
員
を

前
に
、
自
己
紹
介
と
と
も
に

国
政
に
臨
む
決
意
を
表
明
。

　

県
本
部
は
今
次
臨
時
大
会

で
、
７
月
に
予
定
さ
れ
る
第

27
回
参
議
院
選
挙
・
福
島
県

選
挙
区
に
お
い
て
、
石
原
洋

三
郎
予
定
候
補
を
推
薦
す
る

推薦決定を受け決意を表明する石原洋三郎予定候補

澤村委員長（右）から檄旗を贈呈

県
選
挙
区
は
石い

し

原は
ら

洋よ
う

三ざ
ぶ

郎ろ
う 

予
定
候
補
を
推
薦
決
定

大
雪
の
中
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用
で
開
催

に
む
け
取
り
組
み
を
進
め
る
。

い
わ
き
市
職
連
合

�

鈴
木
規
睦
代
議
員

　

市
職
労
で
は
、
例
年
８
月

に
「
人
員
確
保
に
係
る
職
場

ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施
。
こ

れ
は
、
人
員
増
を
求
め
る
人

数
等
を
調
査
す
る
も
の
。
秋

闘
期
に
あ
わ
せ
て
「
人
員
確

保
に
係
る
要
求
書
」
と
し

て
、
当
局
へ
提
出
し
て
い

る
。
ま
た
、
病
職
労
で
も
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
お

り
、
そ
の
結
果
を
も
と
に
、

３
月
に
団
体
交
渉
を
行
う
。

　

県
本
部
春
闘
討
論
集
会
の

際
の
組
織
強
化
の
分
科
会

で
、
山
形
県
連
合
・
三
瀧
知

澤
村
中
央
執
行
委
員
長
が
、

石
原
洋
三
郎
予
定
候
補
に
檄

旗
を
贈
呈
し
た
。

　

石
原
洋
三
郎
予
定
候
補

は
、
福
島
市
出
身
、
51
歳

一
書
記
長
の
取
り
組
み
報
告

を
聞
い
た
。「
組
織
強
化
に

特
効
薬
は
な
い
、
や
る
べ
き

こ
と
を
や
る
」
と
の
話
が
印

象
的
だ
っ
た
。こ
れ
を
受
け
、

先
月
か
ら
改
め
て
、
新
規
採

用
職
員
に
対
し
組
合
加
入
の

声
掛
け
を
開
始
し
た
。

　

い
わ
き
市
職
連
合
も
、
岸

ま
き
こ
予
定
候
補
の
取
り
組

み
を
進
め
る
。

県
職
連
合

�

大
内
敦
夫
代
議
員

　

３
月
10
日
に
春
闘
期
の
総

務
部
長
交
渉
を
実
施
。
要
求

前
進
に
む
け
、
取
り
組
む
。

　

寒
冷
地
手
当
に
つ
い
て
、

先
日
、
県
人
事
委
員
会
か
ら

（
２
月
28
日
現
在
）。
現
職
の

福
島
市
議
会
議
員
で
、
現
在

５
期
目
。
２
０
０
９
年
８
月

か
ら
２
０
１
２
年
11
月
ま
で

衆
議
院
議
員
を
１
期
務
め
て

い
る
。
な
お
、
比
例
代
表
選

挙
は
、
す
で
に
岸
ま
き
こ
予

定
候
補
の
推
薦
を
決
定
し
て

い
る
。

第27回参院選県本部推薦予定候補者

岸
きし

　まきこ
（立憲民主党・現①　48歳）

石
いし

原
はら

洋
よう

三
ざぶ

郎
ろう

（立憲民主党・新　51歳）

説
明
が
あ
っ
た
。
新
規
に
該

当
す
る
町
村
及
び
対
象
か
ら

外
れ
る
町
村
に
つ
い
て
は
国

準
拠
。
ま
た
、
指
定
公
署
に

つ
い
て
も
説
明
が
あ
っ
た
。

経
過
措
置
も
含
め
、
情
報
が

入
り
次
第
共
有
す
る
。

　

旅
費
の
見
直
し
に
つ
い

て
、
２
０
２
４
確
定
交
渉
で

も
、
特
に
、
東
京
等
に
お
け

る
宿
泊
費
の
高
騰
が
著
し

く
、
ほ
と
ん
ど
の
ケ
ー
ス
で

手
出
し
が
発
生
し
て
い
る
こ

と
を
受
け
改
善
を
求
め
た

が
、
回
答
は
示
さ
れ
な
か
っ

た
。
今
年
に
入
り
、
当
局
か

ら
、
旅
費
の
見
直
し
に
向
け

た
勉
強
会
の
申
し
入
れ
が
あ

り
、
明
日
、
１
回
目
の
意
見

交
換
を
行
う
。
こ
れ
を
皮
切

り
に
実
態
に
則
し
た
見
直
し

の
議
論
を
進
め
て
い
く
。
県

本
部
に
は
引
き
続
き
の
協
力

を
要
望
す
る
。

大雪のため急遽WEB併用となった
第116回臨時大会

比例
代表

県選
挙区
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南
相
馬
市
職
労

�

折
笠
有
基
代
議
員

　

Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
の
開
催
に
消

極
的
な
県
本
部
の
姿
勢
に
疑

問
を
感
じ
る
。
月
例
で
開
催

さ
れ
る
定
期
的
な
会
議
に
は

Ｗ
Ｅ
Ｂ
を
積
極
的
に
導
入
し

て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

　

当
単
組
で
は
、
執
行
委
員

が
し
っ
か
り
と
し
た
知
識
を

習
得
し
、
意
見
を
反
映
で
き

る
環
境
を
つ
く
る
こ
と
を
重

視
し
、
新
た
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
。
最
初
の
執
行

委
員
会
は
、
役
割
や
活
動
の

目
的
等
を
研
修
形
式
で
説
明

す
る
こ
と
に
し
た
。
ま
た
、

執
行
委
員
会
は
グ
ル
ー
プ
に

分
け
、四
役
が
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
と
し
て
説
明
の
補
強
や
、

意
見
だ
し
を
行
う
形
に
し
た
。

県
本
部
で
も
先
進
事
例
の
共

有
を
お
願
い
し
た
い
。

　

定
年
延
長
の
規
程
改
正

は
、
書
記
と
交
渉
を
行
っ
た

の
か
。

二
本
松
市
職
労

�

関
根
美
和
代
議
員

　

当
単
組
は
、
自
治
労
連
と

の
競
合
単
組
で
あ
る
。
相
手

方
は
、
自
治
労
に
比
べ
運
動

の
頻
度
が
少
な
い
こ
と
、
組

合
費
が
安
い
こ
と
を
ア
ピ
ー

ル
し
て
い
る
。
組
合
活
動
の

在
り
方
に
つ
い
て
、
再
検
討

が
必
要
で
は
な
い
か
。「
組

合
活
動
は
楽
し
い
も
の
」
と

思
わ
れ
る
よ
う
、
当
単
組
で

は
「
デ
ィ
ズ
ニ
ー
シ
ー
バ
ス

ツ
ア
ー
」
を
開
催
し
た
。
今

自
治
労
福
島
県
本
部
賞

「
ギ
フ
ト
券
５
万
円
分
」
２
本

　

奥
川　

喜
一
（
須
賀
川
市
職
労
）

　

渡
邊　

彩
香
（
下
郷
町
職
労
）

こ
く
み
ん
共
済
ｃ
ｏ
ｏ
ｐ
自
治
労
共
済
推

進
本
部
福
島
県
支
部
賞

「
カ
タ
ロ
グ
ギ
フ
ト
５
千
円
相
当
」
10
本

　
久
間
木
美
恵
子
（
福
島
市
職
労
）

　

半
澤
日
菜
子
（
福
島
市
職
労
）

　

山
澤　

拓
也
（
福
島
市
職
労
）

　

山
口　

和
佳
（
鏡
石
町
職
労
）

　

鈴
木　

幸
枝
（
矢
祭
町
職
労
）

　

佐
川
由
紀
子
（
石
川
町
職
労
）

　

新
田　
　

稔
（
会
津
若
松
市
職
労
）

　

渡
辺
麻
衣
子
（
磐
梯
町
職
労
）

　

秦　
　

渉
吾
（
西
会
津
町
職
労
）

　

秦　
　

渉
吾
（
西
会
津
町
職
労
）

　

新
国
万
寿
美
（
只
見
町
職
労
）

　

新
国
万
寿
美
（
只
見
町
職
労
）

　

菅
野　

和
博
（
福
島
市
職
労
）

　

菅
野　
　

彩
（
伊
達
市
職
労
）

　

谷　

明
日
菜
（
二
本
松
市
職
労
）

　

鈴
木　

菜
生
（
川
俣
町
職
労
）

　

佐
久
間　

快
（
国
見
町
職
労
）

　

大
友　

琴
美
（
国
保
連
労
組
）

　

石
山
奈
津
子
（
西
郷
村
職
労
）

　

久
保
木
麻
衣
（
平
田
村
職
労
）

　

竹
貫　

俊
英
（
古
殿
町
職
労
）

　

金
澤　

拓
真
（
浅
川
町
職
労
）

　

村
山　

武
司
（
会
津
若
松
市
職
労
）

　

山
内　

和
代
（
会
津
若
松
市
職
労
）

　

小
荒
井
和
枝
（
喜
多
方
市
職
労
）

　

東
條　

典
夫
（
喜
多
方
市
職
労
）

　

本
名　

隆
二
（
金
山
町
職
労
）

　

遠
藤　

知
樹
（
南
会
津
町
職
労
）

　

藁
谷　

裕
章
（
い
わ
き
市
職
連
合
）

　

齊
藤　

将
智
（
い
わ
き
市
職
連
合
）

　

日
野　

敬
史
（
い
わ
き
市
職
連
合
）

　

佐
藤
希
代
美
（
南
相
馬
市
職
労
）

　

神
戸　

美
紅
（
相
馬
市
職
労
）

　

中
野
夕
華
子
（
浪
江
町
職
労
）

自治労福島新年特集号

お年玉クイズ当選者発表
たくさんのご応募をありがとうございました

東
北
労
金
福
島
県
本
部
長
賞

「
カ
タ
ロ
グ
ギ
フ
ト
１
万
円
相
当
」
２
本

　

田
中　
　

豪
（
県
職
連
合
南
会
津
支
部
）

　

浜
田　

紀
子
（
棚
倉
町
職
労
）

こ
く
み
ん
共
済
ｃ
ｏ
ｏ
ｐ
福
島
推
進
本
部
長
賞

「
図
書
カ
ー
ド
５
千
円
」
４
本

　

渡
辺　

淑
恵
（
本
宮
市
職
労
）

　

佐
々
木
香
苗
（
白
河
市
職
労
）

　

大
沼
早
矢
加
（
玉
川
村
職
労
）

　

福
島　

好
邦
（
富
岡
町
職
労
）

自
治
労
福
島
県
本
部
お
年
玉
賞

「
ク
オ
カ
ー
ド
千
円
」
30
本

　

渡
邉　
　

泰
（
県
職
連
合
福
島
支
部
）

　

八
木　

香
理
（
県
職
連
合
郡
山
支
部
）

　

佐
竹
真
由
美
（
県
職
連
合
会
津
医
療
Ｃ
支
部
）

　

大
竹　

弘
恵
（
県
職
連
合
南
会
津
支
部
）

　

阿
部　

聖
也
（
福
島
市
職
労
）

　

山
田　

和
弘
（
福
島
市
職
労
）

　

吾
妻　

香
菜
（
福
島
市
職
労
）

　

那
須　

大
洋
（
福
島
市
職
労
）

お
年
玉
ク
イ
ズ
の
回
答
：
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー

〈応募総数〉
649通

〈正 答 率〉
99.5％

後
も
親
睦
が
深
ま
る
活
動
を

行
い
た
い
。

　

ま
た
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用

し
た
情
報
発
信
も
検
討
し
た

い
が
、
財
政
的
に
も
、
人
員

的
に
も
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。

県
本
部
で
、
情
報
共
有
ア
プ

リ
等
の
導
入
は
で
き
な
い

か
。
も
し
く
は
、
単
組
の
ア

プ
リ
導
入
等
の
費
用
負
担
や

レ
ク
事
業
へ
の
補
助
な
ど
、

検
討
を
お
願
い
す
る
。

執
行
部
答
弁

答
弁
す
る

�

鈴
木
茂
県
本
部
書
記
長

現
業
・
公
企
統
一
闘
争

　

今
回
報
告
を
い
た
だ
い
た

福
島
市
職
労
の
成
果
は
、
現

業
職
だ
け
で
な
く
非
現
業
の

組
合
員
も
一
丸
と
な
っ
て
取

り
組
ん
だ
成
果
。
特
に
、
ご

み
袋
の
開
封
調
査
は
全
国
的

に
も
注
目
を
集
め
て
い
る
。

自
治
研
福
島
県
集
会
、
さ
ら

に
は
全
国
自
治
研
の
際
、
レ

ポ
ー
ト
提
出
を
お
願
い
し
た

い
。

２
０
２
４
確
定
闘
争

　

大
幅
な
賃
上
げ
勧
告
は
喜

ば
し
い
が
、
財
政
問
題
が
叫

ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
勧

告
完
全
実
施
の
た
め
に
も
、

要
求
・
交
渉
・
妥
結
・
妥
結

結
果
の
書
面
化
の
取
り
組
み

を
お
願
い
す
る
。

再
任
用
職
員
の
処
遇
改
善

　

再
任
用
職
員
の
一
時
金
水

準
に
つ
い
て
は
、
本
部
も
省

庁
対
策
等
を
強
化
す
る
意
向

を
示
し
て
い
る
。
単
組
に
お

い
て
は
、
ま
ず
は
再
任
用
４

級
格
付
け
を
め
ざ
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

政
治
闘
争
方
針

　

組
合
員
向
け
に
は
「
推
薦

候
補
者
の
必
勝
」
と
い
う
目

標
で
よ
い
が
、
役
員
の
立
場

で
は
「
推
薦
候
補
者
の
勝
利

自
体
が
政
治
闘
争
の
目
的
で

は
な
い
」
と
の
考
え
に
は
同

意
。
取
り
組
み
の
日
常
化
が

組
織
強
化
に
つ
な
が
る
。

　
「
一
自
治
体
一
協
力
議

員
」、「
推
薦
首
長
」
に
つ
い

て
、
各
単
組
で
ぜ
ひ
追
求
い

た
だ
き
た
い
。
何
か
あ
れ
ば

県
本
部
へ
相
談
を
。

人
員
確
保
闘
争

　
「
モ
デ
ル
賃
金
の
よ
う
な

も
の
は
な
い
の
か
」
と
の
こ

と
だ
が
、
現
時
点
で
は
「
人

員
確
保
要
求
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
」
を
活
用
願
い
た
い
。

　

い
わ
き
市
職
連
合
か
ら
、

単
組
に
お
け
る
職
場
ア
ン

ケ
ー
ト
に
つ
い
て
、
ご
報
告

を
い
た
だ
い
た
。
人
員
要
求

を
積
み
上
げ
る
に
あ
た
り
、

多
く
の
声
を
集
め
よ
う
と
す

る
努
力
に
敬
意
を
表
す
る
。

組
織
強
化
対
策

　

先
進
単
組
報
告
を
聞
い

て
、
先
月
か
ら
加
入
勧
奨
に

む
け
た
職
場
訪
問
を
再
開
し

た
い
わ
き
市
職
連
合
の
取
り

組
み
に
敬
意
を
表
す
る
。

Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議

　

運
動
面
で
い
う
と
、
Ｗ
Ｅ

Ｂ
会
議
で
も
出
席
者
が
減
少

し
て
し
ま
っ
た
な
ど
の
課
題

が
、
自
治
労
内
だ
け
で
な
く

他
産
別
か
ら
も
報
告
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
か

ら
、
対
面
を
基
本
と
す
る
方

針
と
し
て
い
る
。
現
在
は
年

２
回
、
中
央
執
行
委
員
会
と

単
組
代
表
者
会
議
の
際
、
Ｗ

Ｅ
Ｂ
開
催
と
し
て
い
る
。
実

際
に
は
、
中
央
執
行
委
員
会

と
単
代
会
議
に
合
わ
せ
て
、

共
済
の
会
議
や
各
種
集
会
を

開
催
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
こ

と
も
対
面
開
催
の
理
由
の
ひ

と
つ
だ
が
、
も
う
少
し
Ｗ
Ｅ

Ｂ
を
増
や
せ
な
い
か
検
討
す

る
。

役
員
の
育
成

　

南
相
馬
市
職
労
に
お
け
る

取
り
組
み
に
つ
い
て
、
他
単

組
で
も
参
考
に
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

定
年
延
長
に
係
る
規
程
改
正

　

書
記
に
は
書
記
労
と
い
う

労
働
組
合
が
あ
っ
て
、
当
然

今
回
の
定
年
延
長
に
つ
い
て

は
書
記
労
と
の
交
渉
で
合
意

し
た
内
容
を
、
提
案
し
た
。

書
記
労
と
の
交
渉
が
近
年
行

わ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う

問
題
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い

る
の
で
、
今
後
は
き
ち
ん
と

交
渉
・
協
議
を
行
う
こ
と
と

す
る
。

寒
冷
地
手
当

　

今
回
寒
冷
地
手
当
が
外
れ

る
自
治
体
に
お
い
て
も
公
署

指
定
を
残
さ
せ
る
取
り
組
み

を
提
起
し
て
い
る
の
で
、
県

職
連
合
に
は
対
象
に
つ
い

て
、
今
後
、
県
本
部
と
情
報

共
有
を
お
願
い
す
る
。
改
め

て
、
各
単
組
に
対
し
県
本
部

か
ら
情
報
提
供
を
行
う
。

旅
費
制
度

　

今
後
、
県
と
し
て
も
見
直

し
の
動
き
が
あ
る
と
の
こ

と
。
県
職
連
合
と
連
携
の

上
、
各
単
組
へ
の
情
報
発
信

に
努
め
る
。

参
院
選
闘
争

　

参
院
選
に
む
け
、
力
強
い

決
意
表
明
を
数
単
組
か
ら
い

た
だ
い
た
。
全
単
組
で
取
り

組
み
強
化
を
お
願
い
す
る
。

組
織
競
合
単
組

　

県
内
で
は
郡
山
市
職
労
が

な
く
な
っ
た
の
で
、
競
合
単

組
は
二
本
松
市
職
労
の
み
。

県
本
部
と
し
て
も
、
引
き
続

き
、
支
援
し
て
い
く
。

文
化
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動

　

組
合
活
動
に
は
、
文
化
活

動
や
レ
ク
活
動
も
必
要
。
引

き
続
き
参
加
し
や
す
い
取
り

組
み
も
お
願
い
し
た
い
。

情
報
ア
プ
リ
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ

　

情
報
ア
プ
リ
や
情
報
化
に

対
す
る
費
用
助
成
の
要
望
も

い
た
だ
い
た
が
、
お
金
の
か

か
る
こ
と
は
正
直
困
難
。
県

本
部
で
準
備
は
難
し
い
が
、

本
部
で
そ
の
よ
う
な
も
の
は

検
討
で
き
な
い
の
か
、
要
望

を
伝
え
た
い
。

会
計
年
度
任
用
職
員
の
雇
止
め

　

近
年
、
賃
上
げ
や
勤
勉
手

当
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
、
会

計
年
度
任
用
職
員
の
賃
金
条

件
は
劇
的
に
改
善
し
た
。
一

方
で
、
雇
い
止
め
が
相
次
ぐ

こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。
交
付

税
で
財
政
措
置
が
さ
れ
て
い

て
も
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
は

起
こ
る
可
能
性
が
あ
る
。
地

方
財
政
の
充
実
強
化
を
求
め

る
意
見
書
の
提
出
な
ど
し
っ

か
り
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
。
福
島
で
は
比
較
的
取
り

組
ま
れ
て
い
る
が
、
全
国
的

に
取
り
組
み
を
広
げ
ら
れ
る

よ
う
本
部
に
要
望
し
た
い
。

 

 
 

《お取扱い期間：2025 年 9 月 30 日まで》 

① 『ろうきんアプリ』からの住所変更で 1 件当たり 10 円を“あしなが育英会”へ寄付。 

② 募金上限額 300 万円に到達次第終了。 

※募金にあたり、お客様のご負担はございません。 

2024 年 12 月 31 日現在 
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② 募金上限額 300 万円に到達次第終了。 

※募金にあたり、お客様のご負担はございません。 

2024 年 12 月 31 日現在 

 

 
 

《お取扱い期間：2025 年 9 月 30 日まで》 

① 『ろうきんアプリ』からの住所変更で 1 件当たり 10 円を“あしなが育英会”へ寄付。 

② 募金上限額 300 万円に到達次第終了。 

※募金にあたり、お客様のご負担はございません。 

2024 年 12 月 31 日現在 


